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謹
空
教
学
に
現
れ
る
衆
生
観

高

城

宏

明

衆
生
と
は
、

二
般
的
に
、
い
の
ち
あ
る
も
の
、
生
き
と
し
生
け
る
も

の
す
べ
て
を
対
象
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
救
済
さ
れ
る
対
象
と
し
て

の
衆
生
を
考
え
る
と
き
は
、
特
に
人
間
と
限
定
さ
れ
る
場

合

が

あ

ろ

う
。
ま
た
、
衆
生
即
凡
夫
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
謹
空
は

『
女

院
御
書
』
上
巻
に
、

十
方
衆
生
ひ
ろ
し
と
い
へ
ど
も
善
人
と
悪
人
と
の
二
つ
を
出
ず
。
善
人
に
つ

い
て
又
二
つ
あ
り
。

一
つ
に
は
定
善
の
凡
夫
、
二
つ
に
は
散
善

の
凡
夫
な

り
。
定
善
の
凡
夫
と
い
ふ
は
、
心
を
す
ま
し
て
物
を
観
ず
る
機
な
り
。
観
経

の
中
の
日
想
観
よ
り
雑
想
観
に
い
た
る
十
三
人
こ
れ
な
り
。
散
善
の
凡
夫
と

い
ふ
は
、
悪
を
と
ど
め
善
を
修
す
る
機
、
同
経
の
上
品
上
生
よ
り
中
品
下
生

に
い
た
る
ま
で
の
六
人
の
姿
こ
れ
な
り
。
悪
人
に
つ
い
て
三
つ
あ
り
。
所
謂

(
1
)

下
品
の
三
人
こ
れ
な
り
。

と
し
て
、
十
方
衆
生
を
善
悪
二
人
に
分
け
、
下
輩
の
三
品
は
言
う
ま
で

も
な
く
、

定
善
、
散
善
上
六
品
を
悉
く
凡
夫
と
規
定
す
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
凡
夫
の
往
生
は
、
仏

の
本
願
に
乗
ず
べ
き
こ
と
に
極
ま
る
こ
と

を
述
べ
る

の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
謹
空
は

『
玄
義
分
他
筆
砂
』
巻
中
に
お
い
て
、

無
塵
法
界
乃
至
寂
用
湛
然
等
事
。
是
総
結
釈
上
真
如
法
性
体
普
凡
夫
具
足
謂

(2
)

也
。

と
し
て
、
衆
生
の
仏
性
を
認
め
て
い
る
。
さ
ら

に
、
ま
た
、
『
玄

義

分

自
筆
御
砂
』
巻

一
に
は
、

(3
)

三
切
衆
生
二
仏
性
ア
リ
、
顕

ハ
サ
ザ
ル
故
二
流
転
ス
。

と
し
、
ま
た
、
『
玄
義
分
他
筆
砂
』
巻
中
に
も
、

但
以
垢
障
覆
深
浄
体
無
由
顕
照
等
事
。
此
上
所
云
真
如
法
性
。
難
凡
夫
悉
具

(
4

)

。

足
。
煩
悩
覆
無
顕
也
。

と
云
い
、

一
切
衆
生
に
本
来
仏
性
を
備
え
て
い
る
が
、
煩

悩

に
覆

わ

れ
、

こ
の
真
如
を
顕
せ
ず

に
迷
い
続
け
る
の
だ
と
説
き
、

し
か
も
、
こ

れ
ら
の
表
現
は
護
空
の
著
作
に
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

謹
空

の
教
学
は
、
直
接
に
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
師

・
法
然

の

本
願
念
仏
に
あ
る
と
言
え
る
。
即
ち
、
法
然
は
弥
陀

の
本
願
に
新
し
い

意
味
を
見
い
だ
し
、
称
名

一
行
に
よ
る
念
仏
往
生
を
提
唱
し
た
の
で
あ

る
が
、

謹
空
は
、
こ
の
本
願
、
特
に
第
十
八
願

に
注
目
し
て
、
弥
陀

の
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十
劫
正
覚

と
衆
生
の
往
生
の
同
時
成
就
を
説
き
、
衆
生
の
往
生
に
は
、

こ
の
弥
陀

の
十
劫
正
覚
の
謂
れ
を
領
解
、
即
ち
、
理
解
す
る
こ
と
の
必

要
性
を
示
す
の
で
あ
る
。

本
稿
は
謹
空
の
教
学
に
現
れ
る
衆
生
観
を
取
り
上
げ
る
わ
け
で
あ
る

が
、
衆
生
、
特
に
凡
夫
の
往
生
に
つ
き
、
弥
陀
の
本
願
を
通
じ
、
そ
の

絶
対
他
力
性
を
説
く
謹
空
が
、
何
ゆ
え
に
こ
と
さ
ら
衆
生
の
本
具
仏
性

を
そ
の
著
作

の
各
所
に
提
示
す
る
か
に
つ
き
考
え
た
。

さ
て
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
讃
空
は
、

一
切
衆
生
を
凡
夫
と
規

定
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
の
凡
夫
に
つ
い
て
は
、

『
玄
義
分
自
筆
御
鋭
』
巻
二

染
惑
処
深
、
ト
イ
ハ
、
垢
障
覆
深
、
浄
体
無
由
顕
照
、
ヲ
挙
グ
。
是
即
チ
我

(
5
)

等
常
没
ノ
衆
生
ノ
具
セ
ル
所
ノ
障
ナ
リ
。

『
玄
義
分
自
筆
御
鋭
』
巻
二

此
ノ
道
理
二
依
レ
バ
、
定
、
散
、
二
善
、
依
、
正
、
真
、
仮
、
悉
ク
垢
障
覆

(
6
)

深

ノ
衆

生

ノ
為

ナ
リ
ト
云

フ
ニ
相
違

セ
ズ
。

『
玄
義
分
自
筆
御
鉛
』
巻

二

諸
仏
大
悲
、

於
苦
者
、

ト
イ

ハ
、
大
悲
西
化

ヲ
隠

シ
テ
此

ノ
土

二
出
デ
給

ヒ

シ
志
、

垢
障
覆
深

ノ
衆
生

ノ
為

ナ
リ
。
垢
障

ノ
衆
生
ト
イ

ハ
、
常
没
常
流
転

(
7
)

ノ
衆
生
ナ
リ
。

等
と
説
き
、
垢
障
の
凡
夫
、
常
没
常
流
転
の
凡
夫
と
し
て
い
る
。
さ
ら

に
ま
た
、

こ
の
凡
夫
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
表
す
も
の
に

『
観
経
』

九
品
の
問
題
が
あ
る
。
善
導
教
学
は
謹
空

の
教
学

の
根
底
と
も
な
る
の

で
あ
る
と
言
え
る
が
、
そ
の
善
導
は
、
そ
れ
ま
で
の
聖
道
諸
師
の

『
観

経
』
観
と
は
異
な
る
観
点
に
立
ち
、
九
品
を
全

て
凡
夫
と
す
る
。
謹
空

も
、

こ
の
九
品
に
つ
い
て
、
善
導

の
説
を
受
け
、
ま
た
、
新
た
な
釈
義

を
も
施
す
の
で
あ
る
。
即
ち
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
九
品
中
、
前

六
品
を
善
の
凡
夫
、
下
輩
の
三
品
を
悪

の
凡
夫
と
す

る
。
ま

た
、
『
玄

義
分
自
筆
御
砂
』
巻

一
に
は
、

善
ノ
凡
夫
ト
イ
ハ
、
九
品
ノ
中
ノ
上
六
品
ノ
衆
生
ヲ
指
ス
。
其
ノ
中
二
定
、

散
、
二
善
ノ
受
法
悉
ク
ア
ル
ベ
シ
。
悪
ノ
凡
夫
ト
イ
ハ
、
下
三
品
ノ
衆
生
ヲ

指
ス
ナ
リ
。
十
悪
、
四
重
、
五
逆
等
ノ
機
、
其
ノ
中
二
具
足
セ
リ
。
然
レ
バ

則
チ
内
善
悪
ノ
凡
夫
ト
イ
ハ
九
品
観
門
ノ
心
ナ
リ
。
三
種
ノ
凡
夫

二
於
テ
受

法
ノ
縁
ヲ
云
ヘ
バ
、
上
六
品
二
顕
レ
、
凡
夫
ノ
機
ヲ
論
ズ
レ
バ
、
下
三
品
二

(8
)

極

マ
ル
。

(9
)

(10
)

と
云
い
、
そ

の
他

『
玄
義
分
自
筆
御
砂
』
巻
二
、
巻
三
、
『
観
念

法

門

(
11
)

観
門
義
』
等
に
も
九
品
を
論
じ
、
九
品
の
内
、

上
六
品
を
受
法

の
不
同

と
し
、
正
に
、
下
三
品
こ
そ
が
機
で
あ
る
と
定
め

て

い

る
が
、

こ
れ

は
、
聖
道
諸
師

の
よ
う
に
九
品
を
各
別
に
論
じ
、
得
益
の
不
同
を
説
く

の
で
は
な
く
、
九
品
は
た
だ
縁
の
不
同
に
ょ
る
差
別
で
あ
る
と
し
、
こ

の
よ
う
な
差
別
は
、
機
が
下
三
品
に
極
ま
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
為

に
施
設
さ
れ
た
も

の
と
見
て
、
同
時
に
自
ら
の
悪
機
た
る
こ
と
を
強
調

し
、
合
わ
せ
て
凡
夫
の
出
離
が
、
弘
願

一
行
に
帰
す
る
ほ
か
な
い
こ
と

を
説
く
の
で
あ
る
。

さ
て
、
最
初
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
澄
空
は
衆
生
に
本
来
、

仏
性
の

謹
空
教
学
に
現
れ
る
衆
生
観

(高

城
)
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澄
空
教
学
に
現
れ
る
衆
生
観
 
(高

城
)

あ
る
こ
と
を
各
所
に
説
き
、
そ
の
本
来
の
真
実
性
を
顕
せ
ず

に
迷

っ
て

い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、

こ
れ
は
、
衆
生
が
常
没
常
流
転

・
煩
悩
具
足

の
凡
夫
で
あ
る
故
だ
と
し
て
、
衆
生
の
悪

の
面
を
主
張
す
る
の
で
あ
る

が
、
『安
心
砂
』
に
、

凡
夫
と
は
、
い
か
に
妄
念
発
さ
じ
と
す
れ
ど
も
発
る
を
凡
夫
と
は
云
な
り
。

発
れ
ば
と
て
往
生
を
疑
ふ
事
は
な
か
る
べ
し
。
妄
念
を
思
の
ま
ま
に
発
せ
と

(
12
)

云
に
は
非
ず
。

と
し
て
、
決
し
て
妄
り
な
る
思
い
を
お
こ
す
こ
と
、
悪

の
姿
を
た
だ
肯

定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
即
ち
、
『観
経
疏
大
意
』
に
お
い
て
、

凡
夫
・
二
乗
生
ず
と
云
へ
ど
も
、
実
に
願
カ
所
成
の
報
土
な
る
故
に
、
如
何

に
つ
く
り
ま
は
す
と
も
、
凡
夫
の
自
力
に
て
は
生
ぜ
ざ
る
な
り
。
他
力
に
帰

し
て
、
身
器
清
浄
の
人
と
成
り
て
、
其
の
上
に
て
云
ふ
が
故
に
、
惣
じ
て
以

(
13
)

て
凡
夫
の

(自
力
に
て
)
生
死
を
出
つ
る
事
は
難
き
な
り
。

と
し
て
、
他
力

に
帰
入
し
た
時
、
身
器
清
浄
の
身
と
な
る
こ
と
を
説
い

て
い
る
。
ま
た
、
『
散
善
義
自
筆
御
砂
』
巻

三
に
は
、

此
ク
ノ
如
ク
証
ス
ル
心
ハ
、
弥
陀

ハ
、
真
実
ノ
心
ヨ
リ
土
ヲ
顕
シ
テ
、
衆
生

ヲ
導
キ
給
フ
能
化
ノ
真
実
ナ
リ
。
凡
夫
ハ
、
彼
ノ
土
ハ
凡
夫
ノ
為
二
設
ケ
給

(
14
)

ヘ
リ
ト
尋
ネ
入
リ
テ
、
此
ノ
謂
ヲ
知
ル
所
化
ノ
真
実
ナ
リ
。

と
し
て
、
至
誠
心
を
釈
す
段
に
お
い
て
、
至
誠
心
、
即
ち
、
真
実
心
の

真
実
を
弥
陀
に
附
属
さ
せ
る
も
の
の
、
弥
陀

の
弘
願
の
謂
れ
を
知
る
こ

と
に
凡
夫

の
真
実
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
、
『散
善
義

自

筆

御
砂
』
巻

一
に
、

三
代

ノ
教

ヲ
、
皆
弥
陀

ノ
功
徳

ヲ
説

ク
ト
心
得

レ
バ
、
我

ガ
身

二
其

ノ
分

ナ

(
15
)

キ
事

ハ
、
疑

フ
ベ

カ
ラ
ズ
真
実

ナ
リ
、

ト
知

ル
心
ヲ
真
実

心
ト
云

フ
ナ
リ
。

と

云

い
、

ま

た
、

『
五

段

砂

』

に

は
、

法
蔵
菩
薩

の
、
因
中

に
し
て
六
度
万
行

を
選
び
捨
て
た
ま

い
し
心
は
真
実

な

り
と
知
る
は
我
等
が
真
実
な

り
。

(中
略
)

叶

ふ
事
を
ぽ

叶
ふ
と

知

り
、

叶

(16
)

は
ざ
る
事
を
ば
叶
は
ず
と
知
る
を
真
実
と
言
う
な
り
。

と
し
て
、
自
力
で
は
往
生
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
、
わ
が
身
が
自
力

の

得
益
を
得
る
機
で
は
な
い
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
を
衆
生
の
真
実
と
す

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
往
生
礼
讃
観
門
義
』
巻
九
に
は
、

求
生
浄
土
断
食
瞑
者
。
以
今
観
門
意
。
凡
夫
決
定
知
可
生
浄
土
。
不
同
自
力

修
行
断
惑
証
理
義
。
定
求
浄
土
心
。
有
断
貧
瞑
謂
意
也
。
非
自
力
断
惑
証
理

義
。
大
論
道
理
時
。
浄
土
門
不
可
言
断
煩
悩
。
不
断
煩
悩
出
離
生
死
道
。
唯

(17
)

此
三
門
也
。
以
観
門
心
。
強
論
時
有
断
義
也
。
故
言
断
貧
瞑
。

と
云
い
、
浄
土
門
に
お
い
て
は
、
煩
悩
を
断
ず

る
こ
と
な
く
生
死
を
出

離
す
る
こ
と
を
述
べ
る
が
、
合
わ
せ
て
、
観
門

の
意
に
立

つ

と

き

に

は
、
あ
え
て
断
煩
悩
の
義
を
も
含
む
こ
と
を
説

い
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ま
た
、
『
散
善
義
自
筆
御
妙
』
巻
二
に
、

唯
、
浄
土
他
力
ノ
出
離
、
在
世
滅
後
ヲ
エ
ラ
バ
ズ
、
具
縛
ノ
凡
夫
、
仏
ノ
願

力

二
乗
ジ
テ
、
往
生
極
楽
ヲ
得
ト
信
ズ
レ
バ
、
煩
悩
ヲ
断
ゼ
ザ
レ
ド
モ
、
其

(18
)

ノ
功
断
二
等
シ
。

と
云
い
、
『往
生
礼
讃
観
門
義
』
に
は
、

断
除
三
障
者
。
今
入
浄
土
門
。
煩
悩
具
足
凡
夫
。
乗
仏
願
力
信
生
報
仏
浄
土

意
得
無
疑
、
止
悪
修
善
之
思
、
従
此
生
。
煩
悩
業
苦
三
障
。
如
断
因
中
説
果
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(19
)

云
断
除
也
。

と
し
て
、
観
門
の
意
を
以
て
弘
願
に
帰
入
す
れ
ば
、
煩
悩
を
断
ず
る
わ

け
で
は
な

い
が
、
そ
の
功
能
は
、
断
煩
悩
に
も
匹
敵
す
る
こ
と
を
述
べ

る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
謹
空
は
、

一
切
衆
生
を
煩
悩
具
足
、
常
没
常
流
転

の
凡
夫
と
し
、
と
り
わ
け
、
『観
経
』
で
は
下
三
品
を
正
し
く
衆

生

の

機
と
定
め
る
の
で
あ
る
が
、
本
来
、
衆
生
は
仏
性
を
有
す
る
も
の
、
真

如
の
理
を
備
え
た
も
の
で
あ
る
と
説

い
て
、
そ

の
真
実
性
を
顕
す
べ
き

だ
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
真
実
性
を
顕
現
さ
せ
る
為

に
自
力

聖
道
門
的
な
所
作
の
行
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
、

や
は
り
他
力
往
生
を
説
く
の
で
あ

っ
て
、
衆
生
の
往
生
が
弥
陀

の
弘
願

に
帰
入
す
る
こ
と
に
極
ま
る
と
す
る
。
『
玄
義
分
他
筆
砂
』
巻
中

に

お

い
て
、

真
如
可
有
正
因
正
行
二
意
。
所
謂
。
正
因
謂
。
領
解
乗
仏
願
力
往
生
極
楽
。

長
時
起
行
顕
真
如
也
。
是
即
衆
生
流
転
生
死
。
依
迷
真
如
理
也
。
而
領
解
往

生
極
楽
。
顕
彼
真
如
開
悟
云
正
因
真
如
也
。
此
真
如
実
相
。
諸
仏
所
証
故
。

云
直
真
如
為
本
往
生
面
不
為
本
意
。
正
因
道
理
不
立
。
云
諸
経
面
為
顕
顕
一

(20
)

向
真
如
。
嫌
自
力
顕
行
也
。

と
し
て
、
真
如
を
正
因
正
行

の
二
面
か
ら
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま

り
、
衆
生

に
と

っ
て
ま
ず
必
要
な
こ
と
は
、
衆
生
の
内
に
あ
る
真
如
を

自
力
に
顕
現
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自
ら
の
往
生
が
弥
陀

の
願
カ
所
成
に
起
因
す
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
即
ち
他
力
を
領
解

し
た
上
は
、
そ
れ
ま
で

自
力
雑
行
と
し
た

三
切
の
諸
行
を
正
行
と
し
て
、
本
具
の
真
実
性
を
積

極
的
に
顕
現
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
『散
善

義

自

筆
御
砂
』
巻

一
に
も
、

今
云
フ
処
ノ
真
実
ハ
、
仏
ノ
教
二
随
ヒ
テ
凡
夫
修
ス
レ
バ
、
生
ル
、
ト
心
得

ル
ヲ
真
実
ノ
心
ト
定
ム
。
此
ノ
謂
ヲ
得
ツ
レ
バ
、
三
切
ノ
凡
夫
ノ
行
皆
真
実

(21)

ナ
リ
ト
云
ハ
ル
ル
ナ
リ
。

と
し
て
、
弘
願
に
帰
入
後
の
諸
行
の
実
践
を
勧

め
て
い
る
が
、

こ
の
弘

願
に
帰
入
す
る
時
点
が
謹
空
の
衆
生
観
の
分
岐
点
と
言
え

る

の

で
あ

る
。
即
ち
、
浄
土
教
は
衆
生

の
臨
終
往
生
を
説
く
が
、
謹
空
は
、

こ
の

臨
終
往
生
に
加
え
て
、
平
生
の
往
生
、
弘
願

に
帰
入
し
た
時
点
を
即
便

往
生
と
説
き
、
衆
生
は

一
刻
も
早
く
こ
の
弘
願

他
力

の
謂
れ
を
領
解
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
即
便
往
生
の
如
き
平
生

の
往
生

を
説
く
の
は
、
法
然
門
下
に
見
ら
れ
る

三
特
徴
で
あ
る
と
言
え
る
が
、

こ
れ
は
、
謹
空
が
そ
の
教
学
に
お
い
て
、
臨
終

の
往
生
を
勧
め
る
の
み

な
ら
ず
、
む
し
ろ
現
世

・
現
実
を
よ
り
重
視
す
る
こ
と
の
現
れ
と
理
解

で
き
る
の
で
あ

っ
て
、

こ
の
よ
う
に
、
こ
と
さ
ら
即
便
往
生
を
強
調
す

る
の
も
、
衆
生
は
煩
悩
具
足
、
常
没
常
流
転
の
凡
夫
と
し
な
が
ら
も
、

そ
の
悪
の
状
態
に
甘
ん
ず
る
べ
き
で
な
く
、
本
来
の
真
実

の
理
を
顕
現

さ
せ
る
べ
き
だ
と
す
る
謹
空
の
衆
生
観

の
現
れ
と
も
言
え

る

の

で

あ

る
。1

『
西
山
上
人
短
篇
紗
物
集
』
、
三
九
七

謹
空
教
学
に
現
れ
る
衆
生
観

(高

城
)
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謹
空
教
学

に
現
れ

る
衆
生
観
 
(高

城
)

2

『
西
山
全
書
』
第
四
巻
、

二
七
八
下

3

『
増
補
改
訂

日
本
大
蔵
経
』

(
以
下

『
日
蔵
』
)
第
八
九
巻
、

七

二
上

4

『
西
山
全
書
』
第
四
巻
、

二
七
九
上

5

『
日
蔵
』
第

八
九
巻
、

八
八
下

6

『
日
蔵
』
第

八
九
巻
、

八
九
上

7

『
日
蔵
』
第
八
九
巻
、

三
一
四
下

8

『
日
蔵
』
第

八
九
巻
、

七

二
上

9

『
日
蔵
』
第
八
九
巻
、

九
八
下

『
日
蔵
』
第
八
九
巻
、

三
二
九

下

『
日
蔵
』
第

八
九
巻
、

三
三
〇

下

10

『
日
蔵
』
第
八
九
巻
、

三
三
四
下

11

『
西
山
全
書
』
別
巻
第

一
、
四
六
上

12

『
西
山
上
人
短
篇
紗
物
集
』
、
三
八
七

13

『
西
山
上
人
短
篇
紗
物
集
』
、
三
〇

14

『
日
蔵
』
第
九
〇
巻
、

四
六
下

15

『
日
蔵
』
第
九
〇
巻
、

四
六
上

16

『
西
山
上
人
短
篇
紗
物
集
』
、
三
五
七

17

『
西
山
全
書
』
第
三
巻
、

五

三
二
下

18

『
日
蔵
』
第
九
〇
巻
、

三
一
六
下

m

『
西
山
全
書
』
第

三
巻
、

四
四

五
上

20

『
西
山
全
書
』
第

四
巻
、

二
七
九
下

21

『
日
蔵

』
第

九
〇
巻
、

四

六
上

〈
キ

ー
ワ
ー
ド
〉

浄
土
教
、

謹
空
、

衆

生
観

(西
山
短
期
大
学
講
師
)
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